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At times our own light goes out and is rekindled by a spark from another person. 


Each of us has cause to think with deep gratitude of those who have lighted the 


flame within us.





時に我々自身の火が消える時、人の火種で火をつけてもらう。我々ひとり


一人には、光を灯してくれた人を深く感謝して思う理由がある。





Gratitude is the Power of Christian Life





アメリカに来た聖書





イギリスから、ヨーロッパに渡った信仰の篤い人たちのことを何度か聞いたことがあります。彼らが故郷を離れたのは、迫害されたからでした。なぜ、迫害を受けたのでしょう。聖書を愛し大切にしたからでした。悪い人たちが、誰かに聖書を読めないようにするなんて想像しがたいことですが、悲しいことに、歴史上、何度もそれが起こりました。清教徒は、聖書の清い真理に従おうとしたイギリスのクリスチャンたちです。イギリスの大きな教会に属するのを拒否しました。イギリスの教会の多くの人が聖書に従いませんでした。清教徒たちは安全などこかへ移動する必要がありました。それで、1620年アメリカへ船で渡ったのです。メイフラワー号という船で大西洋を渡りました。清教徒たちは、聖書を一緒に持ってきました。どの聖書を持ってきたかというと、当時イギリスで評判だった、ジュネーブ聖書でした。後に欽定訳がアメリカでもっとも用いられるようになりました。イギリスの法律は、アメリカで聖書を印刷することを禁じましたので、最初アメリカが植民地だった百年間は、聖書は印刷されませんでした。すべての聖書はイギリスで印刷し、船でアメリカに運ばなければなりませんでした。でも、清教徒たちは英語の聖書を沢山持っていました。1631年、ジョン・エリオットという宣教師がイギリスから来ました。マサチューセッツの新しいアメリカ植民地にあるロックスベリーのある教会で牧師をしていましたが、アメリカ原住民にイエス様を伝えたいと考えて、マサチューセッツ湾の原住民の言葉を学び、アメリカ原住民に福音を伝え始めました。それだけでなく、聖書を与えたいと願いました。そこで、アメリカ原住民の言葉を表す、アルファベットを発明して、英語の聖書をマサチューセッツの原住民の言葉に翻訳し始めました。1663年頃、エリオットは聖書全部をマサチューセッツの言葉に訳し終えました。ですから、アメリカで最初に作られた聖書は、英語の聖書ではなかったのです。


ジョン・エリオットはマサチューセッツ湾のアメリカ原住民に聖書を提供しただけでなく、その人たちがイエス様に従って生活できるように町まで建てました。それは、「祈る町」と呼ばれ、原住民は家や、果樹園、牛も備えられました。彼らは工芸や、聖書を学び、準備ができたら、バプテスマを受けてクリスチャンになりました。1670年代までに、およそ4,000人の原住民が祈る町々に住んでいました。自分たちの言葉で書かれた聖書のおかげで、イエス様のことを学び、信仰を持てるようになりました。


それから百年程した頃、アメリカで革命が起こり、アメリカの植民地の人々はイギリスから離れ、アメリカ合衆国を作りました。アメリカで印刷機を持っていた人たちは自分たちの英語聖書を印刷し始めました。イギリスの法律は、もう自分たちには効力が無くなり、新しい合衆国で、違った聖書翻訳が自由に、どこでも印刷できたのです。自分たちの聖書を印刷できないように、悪い人々が印刷所を止める事もありませんでした。聖書が信頼できるのは、神様が、宗教の自由を合衆国に与え、誰でも聖書を持ったり、印刷したりできるようになさったからです。アメリカで作られた沢山の聖書の言葉は、古い時代の聖書と同じです。神様が、何世紀もの歴史を超えて、安全に正しく保ってくださったのです。


アメリカにキリスト教を初めて伝えたのは、イギリス人ではありません。クリストファー・コロンブスがアメリカ探検のため、1493年にスペインから二番目の航海に出た時、ベネディクト会修道僧と何人かの司祭を、彼がインド人と呼んだ原住民に伝道するため連れてきました。司祭たちが聖書を持って来たかどうか分かりませんが、公教要理を持って来たのは確かです。それは、質問と答えの形で教会の信仰を説明した本です。


1500年代に入って、スペインの宣教師たちがメキシコにおよそ四百の伝道地を作り、何千もの教会堂を建てました。カトリック教会は人々が自分たちの聖書を持つ事を許さず、宣教師は聖書を与えませんでしたが、聖書の言葉を原住民に教えました。1600年代、フランスとスペインの探検家は現在、フロリダとテキサスと呼ばれるところに宣教師たちを送り込み、海岸線沿いに、ミシシッピー川上流まで、聖書を教える、伝道地を築きました。











発行年月日: 2014





No. 51





真理を伝えるため個人ひとり一人に如何に近づくべきか悟るために多くの祈りが必要である








ある学校の校長が三人の教授を一緒に呼び出して伝えました。「あなた方、三人の先生は本校で最高の先生方で、一番秀でた専門知識を持っておいでになります。そこで、皆さんに90人のIQの高い生徒たちの面倒をみていただきます。先生方に、この生徒たちを次の学年のあいだ自分たちのペースで学ばせ、どれほど学習するか見て頂きたいのです。」教師たちも生徒たちも同じように、皆、うれしくなりました。


次の一年間、教師も生徒たちも、十分に楽しみました。教師たちは一番頭の良い生徒を教え、生徒たちはもっとも秀でた教師たちから注意深い指導と教育を受ける恵みに与りました。その実験が終了するまでには、生徒達はその全地域の他の生徒達と比べて、20％〜30％も向上していました。


校長は、教師たちを部屋に呼び入れて彼らに言いました。「告白しなくてはいけないだけど、実は、あなた方が受け持ったのは、知的にもっとも優れた生徒たち、90人ではなかったのです。彼らは、普通の生徒達でした。私たちは、あてずっぽうに生徒たちを90人選んで皆さんに預けました。」教師は言いました、「という事は、私たちは特別に優秀な教師だという事ですか。」校長は続けました、「もう一つ、告白しなくてはいけないんだが、あなた方は一番優れた教師たちでもなかったんです。皆さんの名前は、くじで引いた最初の三人だったんです。」


教師たちは、尋ねました。「何が違いをもたらしたんですか。なぜ、90人の生徒たちは、一年中優れた成績を達成したんですか。」


その違いは、もちろんの事、教師たちの期待にありました。私たちの期待は、私たちの態度におおいに関係します。そして、この期待は全く誤っているかも知れませんが、私たちの態度を決定するんです。











強力な効果のある、上位10位の食物– その６





ブルーベリーとクランベリーは、アントシアニン色素が豊富で、神経や認知機能における加齢による機能低下を遅らせ、尿路感染に抵抗する力を助け、癌の危険性を下げてくれます。








あなたの見方


「清い人には、すべてが清いのです。だが、汚れている者、信じない者には、何一つ清いものはなく、その知性も良心も汚れています。」


テトス 1:15








真理を伝えるためにひとり一人に如何に近づくべきかを悟るため多くの祈りが必要である–– 魂の救いのために賢く働くのは、誰にでも出来るわけではない。多くの熟考が必要であり、無計画に主の働きに従事して、成功を期待すべきではない。主は、知性と思慮の人を求めておられる。イエスはうかつな人ではなく、共労者を、神は正しい思考の人、聡明な人を、人々の救いに不可欠な大いなる働きをなすために求めておられる。


機械工、法律家、商人、あらゆる職業の人々や専門職の人々は、自分の仕事の達人となるため自らを教育する。キリストに従う者はあまり賢くなくてよいのだろうか、また主への奉仕に携わっていると言いながらその方法や手段に無知であっていいのだろうか。永遠の命を得る事業は、あらゆる地上的な考慮を超えている。人々の心をイエスに導くには、人間の性質の知識や、人間の知性の学びが無ければならない。男女に、真理の大いなる主題について知らせるため近づくにはどうすべきか知るために、多くの熟考と熱心な祈りが必要なのである。（Testimonies for the Church 4:67）








いのちの呼吸


息をするのと同じほど大切な祈り
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